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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· カンファレンス予定表を各自確認する事。B勤務者がカンファレンス記録になった場合は、N勤務者1人が14：00～15：00までデイナイトのプログラムへ入る。

＜外来情報＞

・横町　浩様　　～「下痢をした。体重が減ったかもしれない」「正月は福袋を買った。3月の誕生日にお金をもらえるかもしれない」と話される。以前処方された、踵へ塗布する軟膏が効いているとのことで、ゲンタシン軟膏処方となっている。

・関　秀治様　　～「正月は変わりなく過ごし、おいしいものを食べた」と話される。足の痛みについては「良くなった」との事。仕事は1/7から再開し、3月で契約が切れる為職親を通して仕事を探すようにご家族に言われたとの事。

・久保　興介様　～「外に出ると緊張する」と話される。定期薬処方となっている。

・本多　富美様　～「年末にゴチャゴチャしていて、昼に眠ろうと眠剤を飲んだ」との事で受診。眠　

剤4日分処方となっている。

・駒目　翔様　　～不調により受診。「生きていてもつまらない。自傷行為をした」「退院時より調子が悪い。眠い。呂律が廻らない」と話される。抗不安薬処方となっている。本人より、カウンセリングの希望あり、主治医へ情報提供していく。

＜利用者様情報＞

・駒目　翔　様　　～昨日19：00頃お母様より本人の調子が悪いとの事で、本日の外来受診希望の電話あり。本日来所時、ぼんやりした表情で「眠っていない。調子が悪い」と話され、昨日のご家族が当院へ連絡したことを話される。具体的な症状については話されず、外来受診時にDrへ相談すると話される。以後、ホールにて立ち歩き多く、落ち着きなく過ごされるが、徐々にスタッフへ症状について「落ち込む。パラパラが好きだったが興味がなくなった。やる気が出ない」と話している。スタッフが同行受診するが、本人より診察は1人で受けたいと話されている。自傷行為は確認できていない。

　　　　　　　　　⇒デイケアでの行動を観察し、関係機関へ情報提供していく。

· 繁名　和恵様～　来所時より頭痛を訴え、昼食後「頭が痛い。今日は治らないような気がする」と

の事で少し早めに帰荘される。

· 田中　正士様　～本日、青風荘にて転倒されたとの事で様子観察の為デイナイトケアを欠席されて　　

いる。

· 小笠原　富治様～吐き気があり、食事が摂れないとの事で内科受診の為デイナイトケアを欠席され　

ている。

＜入浴について＞

· 月・水・金10：00～20：00　デイケア・ナイトケア利用者様、外部利用者様が優先入浴日。

· 火･木13:00～17:00　青風荘入所者様が優先入浴日。　　　　　

· 火・木は基本的に青風荘入所者様を優先し、その他の方が入浴を行う場合には13：00までに行うようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 入浴日以外の入浴は、優先メンバーの迷惑にならない時間帯に入浴する。

· 入浴したメンバーは日誌に記載する。

· 奇数月は1階女性・2階男性、偶数月は1階男性・2階女性と浴室の振り分けをする。

＜スタッフ教育の為の研修＞

・毎週月曜日　17：00以降実施予定。　

＜年末年始の行事の反省＞

· 手巻き寿し⇒　・スタッフの差し入れが多く、沢山の種類の手巻き寿しを食べることが出来た。　　　　　

「500円で得だった。」という意見が利用者様から聞かれた。

　　　　　　　　　・計画では、利用者様と買い物に行くはずだったが、天候不良によりスタッフが車で買い物に行った。

　　　　　　　　　・酢めしをすくうためのへらがあればよかった。

· そば打ち体験⇒・そば打ち体験ならいいが、お金を徴収するならやらないとの意見があった。

・手巻き寿し終了後すぐにそば打ちの体験があった為、参加者が少なかった

（参加者が1名だった）。

　　　　　　　　　・そば粉5：つなぎ5で作ったら、うどんみたいだった。

　　　　　　　　　　→12/31に手巻き寿し・そば打ち体験と食べるプログラムを2つ企画するのではなく手巻き寿しは1/1のほうが良かった。

　　　　　　　　　　

· 変わり湯⇒　　・多数の方が利用してくれた。

・みかんの皮の入浴が好評だった。

　　　　　　　　　・入浴後、水分を摂りたかったとの意見があった。

　　　　　　　　　　→浴室に飲み水を用意したほうが良かった。

· シネマ倶楽部⇒・スピーカーの接触不良で1/3は音が出なかった。

　　　　　　　　　　→事前に音響の確認をする必要があった。

　　　　　　　　　　→メインの上映は1箇所にし、要望があればさらにもう1箇所場所を設けた方が良い。

　　　　　　　　　・畳のスペースが狭い。

　　　　　　　　　　→横になって観る利用者様もおり、ブルーシートを敷いて室内を土足で歩くようにする。

・５本レンタルしてきたがスタッフもDVDを貸してくれた為、沢山の本数のDVDを準備出来た。

　　　　　　　　　　→次回はレンタル本数を減らしても良い。

· 陶芸体験⇒　・利用者様の参加者が1人だっだ。

　　　　　　　　　参加しない理由として「汚れるのがイヤだ。プログラムでやるのだったらお金を払いたくない」と話されている。

　　　　　　　　・『スタッフが出来るようになる』の目標は達成できた。

　　　　　　　　　→企画ではなく、来たメンバーが自由に参加する形が良かった。

　　　　　　　　　

☆全体的な反省

· メンバーがくつろいで過ごす事が出来た。

· 外部の方（うみねこ幸房利用者様等）は、内容が気になるが場所がわからないと話していた。

· 昼食を青明舎と青陽館の2箇所で提供した方がいいのではないか。（青明舎では来たメンバーが全員座ると狭い）

· 3日間鍋ばかりで飽きるという意見が利用者様から聞かれた。

· ポスターの内容や貼り方を見やすくする。

※今回の行事の反省点を、次回の行事へと生かしていく。










